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は
じ
め
に

　

守
屋
家
は
、
出
羽
国
平
鹿
郡
八
沢
木
村
（
現
横
手
市
大
森
町
八
沢
木
）
に
あ
る

波
宇
志
別
神
社
の
別
当
を
勤
め
た
家
で
あ
る
。
波
宇
志
別
神
社
の
創
建
は
古
く
、

天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
と
伝
わ
る
。
江
戸
時
代
、
波
宇
志
別
神
社
が
あ
る
保

呂
羽
山
は
秋
田
藩
・
亀
田
藩
・
旗
本
生
駒
氏
領
の
藩
境
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
長
年
に
わ
た
り
藩
境
争
論
が
起
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る（
１
）。

　

波
宇
志
別
神
社
の
別
当
は
大
友
家
・
守
屋
家
・
遠
藤
家
（
佐
々
木
家
）・
極
楽

寺
が
勤
め
、秋
田
藩
は
大
友
家
と
守
屋
家
を
、亀
田
藩
は
遠
藤
家
（
佐
々
木
家
）
を
、

生
駒
氏
は
極
楽
寺
を
そ
れ
ぞ
れ
任
じ
て
い
た
。
一
つ
の
神
社
に
四
家
の
別
当
が
い

る
こ
と
で
、
祭
祀
や
神
殿
内
の
席
次
を
巡
る
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て

い
る（
２
）。
こ
こ
か
ら
、
藩
境
に
位
置
す
る
波
宇
志
別
神
社
は
、
領
域
の
み
な
ら
ず
別

当
職
ま
で
も
が
、
近
世
の
政
治
支
配
分
断
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
え
る
。

　

秋
田
藩
に
お
い
て
波
宇
志
別
神
社
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
国
社
と
し
て

藩
内
第
一
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
友
・
守
屋
両
家
は
社
家
大
頭
役
と
し
て
領
内
社

家
の
統
率
に
当
た
る
役
に
任
じ
ら
れ
た
。

　

守
屋
家
資
料
は
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
か
ら
五
十
年
に
か
け
て
、
末

裔
の
守
屋
忠
勝
氏
か
ら
秋
田
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
。
同
家

資
料
の
う
ち
、
冊
子
形
態
の
資
料
や
絵
図
は
早
く
か
ら
整
理
が
進
め
ら
れ
、
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
『
秋
田
県
立
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録-

歴
史
Ⅱ
』
が

刊
行
さ
れ
た（
３
）。

　

し
か
し
、
守
屋
家
資
料
に
は
、
書
状
類
を
中
心
に
少
な
く
見
積
も
っ
て
二
千
点

以
上
の
未
整
理
資
料
が
あ
り
、こ
の
整
理
・
目
録
化
・
公
開
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

　

本
館
で
は
、平
成
二
十
三
年
度
か
ら
博
物
館
教
室「
古
文
書
大
學
校
」を
開
講
し
、

く
ず
し
字
解
読
能
力
を
持
つ
人
を
対
象
に
、
古
文
書
整
理
の
技
術
を
習
得
さ
せ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
年
度「
秋
田
県
立
博
物
館
友
の
会
」の
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
し
て
「
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
発
足
し
、

月
二
回
ペ
ー
ス
で
整
理
作
業
を
行
っ
た
。

　

本
稿
は
、
博
物
館
教
室
「
古
文
書
大
學
校
」
の
開
催
や
「
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
発
足
に
よ
る
守
屋
家
資
料
の
整
理
作
業
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
こ
の
活

動
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
歴
史
像
や
問
題
点
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

　　

１　

資
料
群
の
概
観

　

ま
ず
単
純
に
『
秋
田
県
立
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録-

歴
史
Ⅱ
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
一
九
四
一
点
の
資
料
の
う
ち
、
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
資
料
一
二
三
三
点

分
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み
よ
う
。〈
グ
ラ
フ
１
〉

　

資
料
の
年
代
に
着
目
す
る
と
、
最
も
年
代
の
古
い
も
の
は
元
和
四
年

（
一
六
一
八
）
で
あ
り
、江
戸
時
代
以
前
の
古
文
書
、す
な
わ
ち
中
世
文
書
は
な
い
。

　

実
は
波
宇
志
別
神
社
の
創
建
を
巡
っ
て
、
別
当
を
勤
め
た
大
友
家
と
守
屋
家
の

間
で
話
の
隔
た
り
が
あ
る（
４
）。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
大
友
家
の
由
緒
に
よ
る

と
「
我
が
家
の
元
祖
大
友
右
衛
門
藤
原
由
親
よ
り
千
年
に
わ
た
っ
て
代
々
保
呂
羽

山
の
神
主
守
護
に
し
て
」
と
あ
り
、
波
宇
志
別
神
社
を
創
建
し
た
の
は
大
友
家
で
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あ
っ
た
と
い
う
。
続
い
て

由
緒
で
は
、
江
戸
時
代
の

初
期
、
秋
田
藩
主
と
し
て

佐
竹
氏
が
入
部
し
た
時
、

大
友
家
の
当
主
が
幼
少
で

あ
た
た
め
、
神
楽
役
を
勤

め
て
い
た
守
屋
家
が
藩
主

に
認
め
ら
れ
、
以
来
同
社

は
両
神
主
制
に
な
っ
た
と

あ
る
。

　

一
方
、
守
屋
家
の
由
緒

で
は
「
天
平
宝
字
元
年
郷

氏
十
人
合
意
、
宮
殿
一
宇

建
立
し
、
十
人
殿
原
と
称

し
神
事
祭
式
を
定
め
た
」

と
あ
り
、
西
暦
七
五
七
年

に
守
屋
家
が
波
宇
志
別
神

社
を
創
建
し
た
と
あ
る
。

郷
土
史
研
究
の
中
に
は
、

由
緒
の
記
載
内
容
を
比
較

し
、
大
友
・
守
屋
双
方
の

系
譜
を
検
証
し
た
も
の
が

あ
る（
５
）。

し
か
し
守
屋
家
に

つ
い
て
言
え
ば
、
同
家
資

料
に
中
世
文
書
は
無
い
こ

と
か
ら
、
由
緒
は
由
緒
と

し
て
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　

続
い
て
、
量
的
な
面
に

着
目
し
て
み
よ
う
。
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
か
ら
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
ま

で
年
度
ご
と
に
何
点
あ
る
か
を
数
え
る
と
、
最
も
多
い
年
で
二
〇
点
し
か
な
い
。

だ
が
、
幕
末
期
に
な
る
と
飛
躍
的
に
点
数
が
増
え
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

資
料
点
数
は
突
然
九
四
点
と
な
り
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
は
一
八
二
点
と

な
る
。
こ
こ
か
ら
、
守
屋
家
資
料
は
、
家
の
古
さ
と
相
反
し
、
幕
末
期
を
中
心
と

し
た
資
料
群
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、こ
の
原
因
は
、

守
屋
家
の
屋
敷
が
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
火
災
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
本
節
冒
頭
で
筆
者
が
「
単
純
に
」
と
述
べ
た
の
は
、
資
料
の
出
所
を
加

味
せ
ず
に
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。『
秋
田
県
立
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録-

歴
史
Ⅱ
』

の
構
成
を
見
る
と
、
土
地
（
検
地
・
年
貢
・
入
会
・
村
費
・
新
田
開
発
・
土
地
売
買
・

指
紙
）、
経
済
（
産
業
・
商
業
・
交
通
・
借
用
証
文
）、
政
治
（
令
達
・
訴
訟
・
公

日
記
・
一
揆
・
戸
籍
）、
生
活
（
私
日
記
・
年
中
行
事
・
諸
道
具
・
町
運
営
・
万
覚
帳
）、

文
化
（
芸
術
・
宗
教
・
教
育
・
書
籍
）、
絵
図
、
書
状
、
そ
の
他
（
系
図
・
郡
村
誌
・

地
誌
・
短
冊
）
の
八
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
絵
図
の
項
目
に
あ
る
資
料
に
着
目
す
る
と
、
元
文
六
年
「
御
境
目
方

御
用
日
記
」（
秋
田
県
立
博
物
館
資
料
番
号357-1155 

以
下
資
料
番
号
の
み
と
す

る
）、
享
保
八
年
「
秋
田
居
城
六
月
土
居
崩
に
つ
き
老
中
差
出
控
」（357-3099

）、

元
禄
十
六
年
「
出
羽
国
秋
田
領
大
館
城
絵
図
」（357-6017

）
等
の
よ
う
に
、
守

屋
家
で
作
成
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
も
の
が
多
数
目
に
つ
く
。
こ
れ
ら
は
、
守

屋
家
と
い
う
よ
り
秋
田
藩
庁
内
部
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
筋
が
通
る
。
い

か
に
社
家
大
頭
を
勤
め
た
家
と
は
い
え
、
城
の
絵
図
面
や
幕
府
老
中
に
土
塁
の
修

復
を
申
し
出
る
書
状
の
控
を
作
成
し
、
伝
存
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
こ

の
類
い
の
資
料
が
『
秋
田
県
立
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録-

歴
史
Ⅱ
』
に
四
二
三
点
、

そ
の
う
ち
年
代
が
判
明
す
る
も
の
が
一
七
五
点
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
守

屋
家
以
外
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
を
除
外
し
、
守
屋
家
で
作
成
・
受

取
・
伝
存
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
資
料
の
う
ち
年
代
が
特
定
で
き
る
一
〇
五
八
点
に

絞
り
、
年
代
別
に
グ
ラ
フ
化
し
て
み
よ
う
。〈
グ
ラ
フ
２
〉
す
る
と
、
幕
末
期
中

心
と
い
う
資
料
群
の
特
色
が
よ
り
一
層
顕
著
に
現
れ
る
。
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で
は
、
守
屋
家
で
伝
存

さ
れ
て
き
た
資
料
群
に
、

い
つ
の
時
点
で
藩
庁
の
資

料
群
が
混
ざ
っ
た
の
か
。

　

こ
の
問
い
に
対
す
る
答

え
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

残
念
な
こ
と
に
『
秋
田

県
立
博
物
館
収
蔵
資
料
目

録-

歴
史
Ⅱ
』
は
、
資
料

の
内
容
若
し
く
は
形
態
に

よ
る
分
類
で
構
成
さ
れ
た

た
め
、
ど
の
資
料
と
ど
の

資
料
が
一
緒
に
な
っ
て
伝

存
さ
れ
て
き
た
の
か
が
わ

か
ら
な
い
。

　

一
般
に
資
料
が
古
文
書

と
し
て
家
に
伝
わ
る
場

合
、
資
料
単
体
で
残
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
所
蔵
者

の
取
捨
選
択
の
意
図
に
よ

り
、
群
と
な
っ
て
残
さ
れ

る
の
が
常
で
あ
る
。

　

目
録
の
絵
図
の
項
目

に
あ
る
文
政
十
三
年

「
出
羽
秋
田
城
下
絵
図
」

（357-6010

）
と
文
化
十

年「
保
呂
羽
山
社
内
図
面
」

（357-6084

）
を
例
に
と
っ

て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
ど
こ
で
作
成
さ
れ
た
か
を
考
え
る
と
、
前

者
は
秋
田
藩
庁
、
後
者
は
守
屋
家
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
で
は
「
出
羽
秋

田
城
下
絵
図
」
が
藩
庁
で
ど
の
資
料
と
共
に
保
管
さ
れ
、
そ
し
て
い
つ
の
時
点
で

何
の
資
料
と
共
に
守
屋
家
に
移
さ
れ
た
の
か
、
目
録
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
後
者
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
目
録
か
ら
は
、
他
の
ど
の
よ
う
な
資
料

と
共
に
伝
存
さ
れ
て
き
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

  

こ
こ
か
ら
、
守
屋
家
資
料
は
、
そ
の
一
部
分
が
『
秋
田
県
立
博
物
館
収
蔵
資
料

目
録-

歴
史
Ⅱ
』
と
し
て
目
録
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
出
所
の
異
な
る
資
料

群
が
い
か
に
し
て
誕
生
し
、
ど
の
よ
う
に
伝
存
さ
れ
て
き
た
の
か
を
知
る
こ
と
が

著
し
く
困
難
な
資
料
群
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

２　

古
文
書
整
理
の
原
則
と
方
法

　

こ
の
問
題
を
解
明
す
る
に
は
、
大
量
の
未
整
理
資
料
を
整
理
し
目
録
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
守
屋
家
資
料
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
出
所
の
異
な
る
資

料
群
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
も
判
明
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。
だ
が
膨
大
な
未
整
理

資
料
の
整
理
に
取
り
組
む
に
は
、
本
館
歴
史
部
門
の
学
芸
職
員
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
る
。

　

目
を
転
じ
て
全
国
各
地
の
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
に
向
け
て
み
る
と
、
北
海

道
立
文
書
館
や
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
と
い
っ
た
県
立
レ
ベ
ル
の
施
設
か
ら
、
府

中
の
森
郷
土
博
物
館
と
い
っ
た
市
立
レ
ベ
ル
の
施
設
ま
で
、
古
文
書
解
読
の
技
能

を
持
っ
た
人
材
を
集
め
、
古
文
書
整
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
活
動
す
る
こ

と
で
未
整
理
資
料
の
問
題
を
解
決
し
て
い
る
施
設
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。ま
た
、

県
内
に
お
い
て
も
大
仙
市
総
務
部
総
務
課
が
古
文
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
、

市
民
が
市
内
の
未
整
理
資
料
を
整
理
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

実
は
本
館
に
お
い
て
も
約
二
十
年
に
渡
り
「
秋
田
県
立
博
物
館
友
の
会 

植
物

標
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
未
整
理
の
植
物
標
本
を
整
理
す
る
活
動
を
行
っ
て
お

り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
資
料
の
整
理
活
動
に
は
相
当
な
実
績
を
積
ん
で
い
る
。

従
っ
て
、古
文
書
を
整
理
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
り
を
行
う
と
い
っ
て
も
、

（35）
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ゼ
ロ
か
ら
組
織
づ
く
り
を
行
う
必
要
は
な
く
、
植
物
標
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
準
じ

る
形
を
採
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
本
館
で
は
、
く
ず
し
字
解
読
の
初
歩
か
ら
教
え
る
博
物
館
教
室
を
開
い
て

お
り
、
古
文
書
を
整
理
す
る
人
材
の
予
備
軍
を
排
出
し
て
い
る
。
ま
た
秋
田
市
内

の
み
な
ら
ず
県
下
の
随
所
に
、
古
文
書
を
読
む
こ
と
を
趣
味
と
し
て
い
る
数
多
の

人
が
い
る
。
く
ず
し
解
読
能
力
を
持
つ
人
を
集
め
、
古
文
書
整
理
の
技
法
を
習
得

さ
せ
、
整
理
の
過
程
で
見
え
て
く
る
新
た
な
歴
史
像
発
見
の
喜
び
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
守
屋
家
未
整
理
資
料
の
整
理
作
業
は
飛
躍
的
に
進
む
。
ま
た
、

古
文
書
を
学
習
教
材
と
す
る
こ
と
で
博
物
館
の
生
涯
学
習
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
筆
者
は
、
古
文
書
整
理
の
技
法
を
習
得
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
博
物
館
教
室　

古
文
書
大
學
校
」
を
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
開
講
し
た
。
教
室
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
教
材
は
未
整
理
の
守

屋
家
資
料
を
使
用
し
た
。

　

整
理
作
業
に
当
た
り
、最
初
に
受
講
者
に
確
認
し
た
の
は
「
出
所
の
原
則
」「
原

秩
序
尊
重
の
原
則
」「
平
等
取
扱
い
の
原
則
」「
原
形
保
存
の
原
則
」の
四
つ
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
出
所
の
原
則
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
あ
る
家
の
文
書
と
他
の
家
の
文

書
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
資
料
整
理
の
最

も
基
本
的
な
原
則
で
あ
る
。

　

次
の
「
原
秩
序
尊
重
の
原
則
」
と
は
、
あ
る
文
書
群
が
実
際
に
現
用
文
書
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
時
の
原
秩
序
を
可
能
な
限
り
尊
重
し
て
整
理
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
未
整
理
の
守
屋
家
資
料
は
、
木
箱
に
束
に
な
っ
て
入
っ
て
い
る
。
資
料

を
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
束
を
崩
す
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
古
文
書

の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り
行
え
ば
、
守
屋
家
で
保
存
さ
れ
て
い
た
時
の
配
列

を
完
璧
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
解
読
・
整
理
作
業
に
入
る
た
め

の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
、
慎
重
に
行
っ
た
。

　
「
平
等
取
り
扱
い
の
原
則
」
と
は
、
文
書
群
の
中
か
ら
、
整
理
し
や
す
い
も
の
、

内
容
の
面
白
そ
う
な
も
の
だ
け
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

基
本
的
に
全
て
の
古
文
書
に
は
同
等
の
価
値
が
あ
る
。「
原
秩
序
尊
重
の
原
則
」

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
講
者
に
は
古
文
書
を
手
渡
す
際
に
は
、
保
存
さ
れ
て
い
た

順
に
渡
し
た
。

　

最
後
の
「
原
形
保
存
の
原
則
」 

と
は
、
袋
や
包
紙
な
ど
に
よ
る
一
括
状
況
を
記

録
し
た
り
、
包
が
未
開
封
で
あ
る
場
合
に
は
、
未
開
封
で
あ
る
こ
と
を
記
録
す
る

な
ど
、
文
書
の
原
形
を
保
存
し
、
も
し
く
は
記
録
に
と
ど
め
て
お
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
原
形
保
存
と
い
う
こ
と
で
は
、
折
り
目
も
そ
れ
自
体
大
切
な
情
報
で
あ

り
、
消
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
を
原
則
と
し
た
。

  

こ
れ
ら
の
原
則
を
確
認
し
た
上
で
「
古
文
書
大
學
校
」
受
講
者
の
資
料
整
理
が

始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
受
講
者
は
資
料
を
手
に
す
る
と
、
資
料
番
号
・
資
料
名
・

作
成
年
代
・
作
成
差
出
・
受
取
・
資
料
形
状
・
帳
数
・
資
料
内
容
・
備
考
の
欄
か

ら
な
る
デ
ー
タ
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
い
く
。
各
欄
に
記
載
す
る
留
意
事
項
を
次
に

記
す
。

　

①　

資
料
番
号�　

資
料
の
束
の
配
列
が
復
元
で
き
る
よ
う
に
枝
番
を
つ
け
る
。

紐
・
紙
縒
り
・
包
紙
・
封
筒
・
袋
な
ど
一
括
材
で
一
括
さ
れ
た

資
料
小
群
は
、原
則
と
し
て
小
群
内
の
各
資
料
に
対
し
「-

」（
ハ

イ
フ
ン
）
で
番
号
を
つ
な
い
で
い
く
枝
番
号
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

守
屋
家
資
料
は
、
木
箱
に
小
分
け
さ
れ
て
収
蔵
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
木
箱
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
記
号
を
与

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

あ
る
木
箱
を
Ｃ
と
し
よ
う
。
木
箱
Ｃ
に
は
多
数
の
資
料
が

入
っ
て
い
る
封
筒
が
五
つ
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ

の
封
筒
に
上
か
ら
順
に
Ｃ-

１
か
ら
Ｃ-

５
と
番
号
を
つ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

Ｃ-

１
の
封
筒
を
開
け
る
と
、
書
状
の
束
が
五
つ
入
っ
て
い

た
。
こ
の
場
合
、
Ｃ-

１
の
封
筒
に
更
に
枝
番
号
を
つ
け
、
Ｃ-

１-

１
と
し
、
封
筒
の
中
の
書
状
に
は
Ｃ-

１-

２
か
ら
Ｃ-

１-

６
の
番
号
を
与
え
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
の
箱
の
一
番
上

に
あ
っ
た
一
番
上
の
封
筒
の
様
子
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

更
に
Ｃ-

１-

２
の
書
状
の
束
に
八
通
の
書
状
が
く
る
ま
っ
て

い
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
資
料
番
号
は
Ｃ-

１-

２-

１
か
ら
Ｃ-

１-
２-

８
と
な
る
。

（36）
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�　

実
際
の
古
文
書
の
整
理
作
業
は
、
固
ま
り
や
束
の
中
か
ら
固

ま
り
や
束
が
出
て
く
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
群
か
ら
個
へ
バ
ラ

し
て
い
く
作
業
の
連
続
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
の
性
格
上
、

固
ま
り
か
ら
次
々
と
出
て
く
る
古
文
書
を
ハ
イ
フ
ン
で
枝
番
号

を
つ
け
て
い
く
方
法
が
最
も
適
し
て
い
る
。

　

②　

資
料
名　

�　

資
料
名
は
資
料
に
あ
ら
わ
れ
る
そ
の
ま
ま
の
標
題（
原
標
題
）

を
採
用
す
る
。
資
料
冒
頭
に
「
口
上
」
と
あ
れ
ば
「
口
上
」
を
、

「
乍
恐
口
上
」
と
あ
れ
ば
、
そ
の
文
言
を
資
料
名
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

た
だ
し
、
こ
れ
で
は
資
料
名
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
た
め
、

資
料
内
容
か
ら
推
定
し
た
標
題
を
（　
　

）
に
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

そ
れ
ゆ
え
資
料
名
は
「
口
上
（
仙
北
三
郡
供
米
袋
御
免
願
）」、

「
乍
恐
口
上
（
久
保
田
御
林
方
役
人
猿
田
村
廻
村
に
つ
き
）」
と

い
っ
た
具
合
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

全
く
標
題
の
な
い
資
料
の
場
合
は
、
内
容
を
一
読
し
、
そ
の

概
略
を
（　
　

 

）
に
記
す
。
例
を
挙
げ
る
と
「（
右
衛
門
殿
判

紙
差
し
添
え
の
廻
文
申
し
つ
け
）」
と
い
う
感
じ
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

書
状
の
場
合
は
、形
状
標
題
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
［　

］

を
つ
け
、「［
守
屋
造
酒
進
書
状
］」
と
い
う
具
合
に
差
出
人
の

名
前
を
記
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
書
状
の
内
容
が
わ
か
ら
な

い
た
め
、内
容
を
一
読
し
、そ
の
概
略
を（　

）で
括
る
。従
っ
て
、

「［
守
屋
造
酒
進
書
状
］（
今
宮
飛
騨
養
子
刑
部
離
縁
届
）」
と
い

う
具
合
に
な
る
。

　

③　

作
成
年
代�　

和
暦
（
西
暦
）
月
日
を
記
入
。
資
料
に
、
元
号
の
み
、
若
し

く
は
干
支
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、そ
れ
を
記
入
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

表
記
は
デ
ー
タ
入
力
を
考
慮
に
入
れ
、
算
用
数
字
（
ア
ラ
ビ

ア
数
字
）
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

干
支
は
作
成
年
代
を
特
定
で
き
な
い
場
合
の
み
採
録
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

日
記
な
ど
年
代
に
範
囲
が
あ
る
場
合
、上
限
と
下
限
を
「
～
」

で
は
さ
ん
で
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�　

ま
た
複
数
の
年
代
が
存
在
す
る
場
合
は
、
下
限
の
枠
へ
「
・
」

を
用
い
て
列
挙
す
る
。

　

④　

作
成
・
差��

出　

作
成
者
名
・
差
出
名
は
、
資
料
の
記
載
通
り
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

�　
　

略
称
・
通
称
の
場
合
、
敬
称
を
略
す
と
不
自
然
と
な
る
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　

⑤　

受
取　
　
　

作
成
・
差
出
に
同
じ
。

　

⑥　

資
料
形
状　

資
料
形
状
の
う
ち
判
形
は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
記
す
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

冊
子
型
資
料
で
は
、
竪
帳
・
横
帳
・
横
半
・
綴
・
版
本
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　

書
付
型
資
料
で
は
、
竪
紙
・
切
紙
・
継
紙
・
折
紙
・
罫
紙
・

　
　
　
　
　
　
　

折
本
・
軸
装
な
ど
。

　

⑦　

帳
数　
　

�　

柿
渋
な
ど
を
用
い
た
表
紙
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
帳
数
に
含

め
な
い
。
書
付
型
資
料
の
場
合
は
、
点
数
を
記
入
す
る
。

　

⑧　

資
料
内
容　

資
料
を
解
読
し
、
主
な
内
容
を
記
入
す
る
。

　

⑨　

備
考　
　

�　

基
本
的
に
公
開
利
用
上
、
資
料
理
解
の
助
け
と
な
る
情
報
や

制
約
条
件
と
な
る
情
報
を
記
入
す
る
。
ま
た
資
料
の
物
的
ま
た

は
内
容
的
な
構
成
を
示
す
情
報
を
記
入
す
る
。

　

デ
ー
タ
シ
ー
ト
記
入
の
際
は
、
原
則
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
は
、一
覧
表
を
作
成
し
た
際
の
検
索
の
便
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

変
体
仮
名
に
つ
い
て
も
、
漢
字
表
記
と
せ
ず
に
現
在
の
仮
名
遣
い
と
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
資
料
整
理
の
原
則
と
方
法
を
定
め
て
、
博
物
館
教
室
「
古
文
書

大
學
校
」
を
開
講
し
、
守
屋
家
資
料
の
整
理
に
着
手
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
の
三
年
間
で
、
四
七
一
点
の
資
料
を
整
理
し
、
仮

目
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
博
物
館
教
室
「
古
文
書
大

學
校
」
と
発
足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
三
百
点
以
上
の
資
料
を
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（37）
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３　

資
料
整
理
か
ら
生
じ
る
疑
問

　

平
成
二
十
三
年
度
博
物
館
教
室
「
古
文
書
大
學
校
」
の
教
材
に
使
用
し
た
未
整

理
資
料
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
書
状
や
書
状
の
下
書
き
が
中
心
で
あ
っ

た
。二
十
三
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
に
か
け
て
整
理
し
た
資
料
四
七
一
点
の
作
成
・

差
出
の
多
い
順
を
あ
げ
る
と
、
一
位
は
小
野
岡
右
衛
門
（
七
七
点
）、
二
位
は
守

屋
造
酒
進
・
守
屋
（
四
〇
点
）、
三
位
は
大
友
建
吉
・
大
友
（
二
〇
点
）、
四
位
は

払
川
康
蔵
（
一
一
点
）、
五
位
は
川
越
政
司
（
九
点
）
と
な
る
。

　

こ
の
う
ち
大
友
建
吉
は
、
守
屋
と
並
ん
で
波
宇
志
別
神
社
の
別
当
を
勤
め
た
人

物
で
、
別
当
の
職
務
に
関
す
る
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
川
越
政
司
は

組
下
神
主
で
、
供
米
袋
・
神
札
・
掠
と
い
っ
た
神
主
の
職
務
や
祭
事
執
行
に
関
す

る
や
り
と
り
が
中
心
で
あ
る
。

  

払
川
康
蔵
は
秋
田
藩
士
小
野
岡
家
の
家
人
（
三
人
扶
持
・
給
銀
六
十
匁
）
で
あ
る
。

従
っ
て
払
川
と
守
屋
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
書
状
は
、
払
川
の
主
人
に
当
た
る
小

野
岡
右
衛
門
の
意
向
を
汲
ん
だ
も
の
が
多
い
。

　

小
野
岡
右
衛
門
は
幕
末
秋
田
藩
の
家
老
で
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
戊
辰
戦

争
時
、
秋
田
藩
の
藩
論
を
新
政
府
側
に
す
べ
く
決
起
し
た
砲
術
所
藩
士
の
意
見
を

藩
主
佐
竹
義
堯
に
伝
え
、
奥
羽
列
藩
同
盟
の
離
脱
と
同
盟
諸
藩
と
の
戦
争
を
決
断

さ
せ
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る（
６
）。
小
野
岡
が
戊
辰
戦
争
時
の
秋
田
藩
の
趨
勢
を

決
定
す
る
大
き
な
役
割
を
成
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明

治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
小
野
崎
通
亮
に
よ
る
『
秋
田
藩
戊
辰
私
記
』
が
き
っ

か
け
で
あ
る
。
そ
し
て
『
秋
田
藩
戊
辰
私
記
』
以
降
に
編
纂
さ
れ
た
秋
田
藩
維
新

史
の
著
述
は
、
お
し
な
べ
て
小
野
岡
右
衛
門
が
勤
王
家
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に

な
る（
７
）。
も
っ
と
も
小
野
岡
は
、
小
野
崎
通
亮
『
秋
田
藩
戊
辰
私
記
』
の
編
纂
に
携

わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
砲
術
所
藩
士
の
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ
秋
田
藩
は
勤
王
藩
に

な
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
言
い
方
を
変
え
る
と
、
砲
術
所
藩
士
の
意
見

を
藩
主
に
取
り
次
い
だ
功
績
は
自
分
に
あ
っ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る（
８
）。

　

だ
が
、
明
治
時
代
の
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
の
著
述
に
勤
王
家
と
し
て
小
野
岡
右
衛

門
像
が
描
か
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
慶
応
年
間
若
し
く
は
戊
辰
戦
争
時
の
資
料
か

ら
小
野
岡
を
論
じ
た
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
、
小
野
岡
の
思
想
形
成
に
守
屋
造
酒

進
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
秋
田
藩
維
新

史
研
究
の
大
き
な
進
歩
に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
よ
う
に
期
待
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
書
状
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
〈
前
略
〉

　

一�

江
戸
表
え
参
居
候
ア
メ
リ
カ
人
、
此
度
公
儀
え
御
目
見
得
致
候
趣
、
江
戸
よ

り
申
参
り
候
侭
申
遣
候
。
水
戸
様
ニ
も
先
日
海
防
御
懸
御
隙
明
ニ
て
是
迄
之

御
辛
労
筋
御
賞　

御
手
自
御
脇
さ
し
品
御
も〈
マ
マ
〉へ

御
拝
領
と
相
成
、
今
度
ア
メ

リ
カ
官
吏
御
目
見
被
仰
付
候
御
都
合
と
相
成
候
。右
御
伺
度
猶
一
寸
申
上
候
。

　
　
　

�

豆
州
下
田
表
太本

ノ
マ留ゝ

之
亜
墨
利
か
官
吏
儀
、
国
書
持
参
江
戸
参
上
之
儀
相
願

候
所
、右
寛
永
以
前
英
吉
利
人
に
度
々
御
目
見
被
仰
付
候
御
先
蹤
も
有
之
、

且
条
約
為
取
替
相
済
候
国
々
使
節
は
、
都
府
え
罷
越
候
儀
、
万
国
普
通
常

例
之
趣
ニ
付
、
近
々
当
地
へ
被
召
寄
、
途　

城
拝
礼
可
被
仰
付
と
の
御
沙

汰
ニ
候
。
此
段
為
心
得
相
達
候
。

      　
　

八
月

　
　

右
之
通
申
参
候
。〈
後
略
〉

　

こ
れ
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
家
老
小
野
岡
右
衛
門
が
守
屋
造
酒
進
へ
宛
て

た
書
状
の
一
文
で
あ
る（
９
）。
内
容
は
ハ
リ
ス
が
江
戸
城
登
城
を
申
し
出
た
一
件
に
つ

い
て
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
「
太
留
」
と
い
う
誤
字
に
、
小
野

岡
は
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
側
註
を
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
大
名
は
、

江
戸
藩
邸
と
国
許
と
の
間
で
公
用
文
書
の
や
り
と
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
小
野
岡

は
江
戸
藩
邸
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
通
信
文
の
誤
字
に
側
註
を
つ
け
て
守
屋
造
酒
進

へ
通
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
見
よ
う
に
よ
れ
ば
、
江
戸
と
国
許
の
家
老
間
で
や

り
と
り
さ
れ
る
機
密
事
項
の
漏
洩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
だ
け

小
野
岡
と
守
屋
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
も
い
え
、
両
者
の
会
合
の
折
に
は
、

時
事
に
関
す
る
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（38）

守屋家資料の整理
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小
野
岡
か
ら
守
屋
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
で
最
も
多
い
の
は
「
す
ぐ
に
お
会
い
し

た
い
」
と
か
「
お
会
い
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
類
い
の
書
状
で
あ
る
。

も
し
守
屋
造
酒
進
が
八
沢
木
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
す
ぐ
に
で
も
」
と
い

う
面
会
の
依
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
は
筆
者
の

み
な
ら
ず
、
整
理
作
業
に
あ
た
っ
た
全
員
に
浮
か
ん
で
き
た
。
し
か
し
こ
の
疑
問

は
、
整
理
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
解
決
し
た
。
そ
れ
は
、
小
野
岡
か
ら
守
屋
に
宛

て
ら
れ
た
書
状
に
、
守
屋
造
酒
進
が
久
保
田
城
下
の
大
山
鉄
之
助
宅
に
寄
寓
し
て

い
る
こ
と
が
書
か
れ
た
も
の
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
幕
末
時
、

守
屋
造
酒
進
は
、
久
保
田
城
下
の
大
山
鉄
之
助
宅
に
も
居
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
受
講
者
か
ら
疑
問
の
声
が
発
せ
ら
れ
た
。
秋
田
藩
の
家
老

と
親
し
く
交
わ
る
書
状
を
何
十
通
も
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
巷
間
言
わ
れ
る
と
こ
ろ

の
守
屋
家
の
歴
史
と
自
分
た
ち
の
眼
前
に
あ
る
資
料
の
内
容
が
か
け
離
れ
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
大
森
町
郷
土
史
』
を
見
る
と
、
幕
末
の
守
屋
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　
　

二
十
七
代　

勝
貞

　
　

�

嘉
永
六
年
正
月
三
日
居
宅
焼
失
、
保
呂
羽
山
参
詣
止
宿
人
百
余
名
焼
死
、
藩

主
御
判
物
宝
物
焼
失
し
た
る
不
取
締
り
の
罪
に
よ
り
、
藩
法
律
を
以
て
庶
人

に
下
し
、
国
境
岩
館
に
追
放
と
な
る
。

　
　

�　

と
、
こ
れ
か
ら
完
全
に
大
友
一
人
神
主
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
各
々
の

言
い
分
を
主
張
し
て
い
る
が
、
結
局
は
守
屋
氏
失
火
の
大
失
態
が
あ
り
、
追

放
と
な
っ
て
、
両
者
の
争
い
が
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

　　

右
の
う
ち
「
各
々
の
言
い
分
」
と
あ
る
の
は
、
大
友
・
守
屋
そ
れ
ぞ
れ
の
由
緒

の
違
い
を
意
味
し
、こ
こ
か
ら
波
宇
志
別
神
社
別
当
職
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
大
友
・

守
屋
の
争
い
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
守
屋
家
居
宅
焼
失
に
よ
る
岩
館
追
放

に
よ
り
決
着
が
つ
い
た
と
あ
る
。

　

ま
た
、
横
手
市
大
森
町
八
沢
木
の
波
宇
志
別
神
社
の
近
く
に
、
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
の
守
屋
家
居
宅
火
災
に
よ
り
焼
死
し
た
人
た
ち
が
埋
め
ら
れ
た
「
百

人
塚
」
が
あ
る
。
そ
の
説
明
板
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　　
　
　

大
森
町
指
定
文
化
財　

百
人
塚　

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
指
定

　
　
　

�　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
正
月
三
日
の
晩
、
保
呂
羽
山
波
宇
志
別
神
社

神
主
守
屋
勝
貞
宅
（
八
沢
木
字
宮
脇
）
に
保
呂
羽
山
山
開
き
（
正
月
四
日

朝
）
の
参
詣
人
数
百
人
が
止
宿
し
た
。
夜
半
火
災
が
お
こ
り
、
雪
囲
い
の

た
め
百
余
人
が
焼
死
し
た
。

　
　
　

�　

こ
の
罪
に
よ
り
守
屋
家
は
家
禄
没
収
、
神
主
ひ
免
、
国
境
岩
館
追
放
と

な
っ
た
が
こ
の
焼
死
体
を
埋
葬
し
た
の
が
こ
の
百
人
塚
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

平
成
三
年
三
月�

大
森
町
教
育
委
員
会　

　

波
宇
志
別
神
社
の
あ
る
旧
大
森
町
の
自
治
体
史
や
現
地
の
案
内
板
に
は
、
守
屋

家
は
嘉
永
六
年
の
火
災
に
よ
り
、
別
当
職
の
地
位
と
家
禄
を
失
い
、
岩
館
に
追
放

と
な
り
、
こ
れ
が
た
め
に
波
宇
志
別
神
社
は
大
友
家
が
守
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
あ
る
。

　

で
は
、
罪
人
と
し
て
処
罰

さ
れ
た
守
屋
家
の
人
物
が
久

保
田
城
下
に
暮
ら
し
、
慶
応

年
間
家
老
と
親
し
く
通
行
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

通
説
と
眼
前
に
現
れ
た
古

文
書
の
内
容
の
相
違
。

　

こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
に

は
、
火
災
と
そ
れ
以
後
の
守
屋
左
源
司
の
足
跡
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
平

成
二
十
六
年
度
「
古
文
書
大
學
校
」
で
は
、
資
料
整
理
と
平
行
し
て
、
嘉
永
六
年

守
屋
家
居
宅
焼
失
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
守
屋
左
源
司
勝
貞
の
「
御
用
日
記
」

（357-5047

）
を
読
み
、翻
刻
を
本
報
告
に
掲
載
し
た
。
日
記
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
日
記
の
文
面
か
ら
火
事
を
出
し
た
守
屋
左
源
司
の
実
家
が
秋

▲［石碑］百人塚

（39）



− 93 −

田
藩
士
平
野
家
（
百
四
十
六
石
）
で
あ
る
こ
と
や
、
三
月
を
め
ど
に
大
山
家
か
ら

養
子
を
迎
え
る
話
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
記
に
続
く
「
御
用
日
記
」（357-5046

）（
嘉
永
六
年
二
月
五
日
～
三
月

二
十
六
日
）
を
見
る
と
、
三
月
十
三
日
条
に
領
外
追
放
が
申
渡
さ
れ
、
翌
十
四
日

条
に
大
山
鉄
之
助
の
弟
が
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
火
災
の
責
任
を
問
わ
れ
て
追
放
さ
れ
た
の
が
守
屋
左
源
司
勝
貞
、
追

放
に
伴
い
家
を
継
い
だ
の
が
大
山
鉄
之
助
の
弟
・
守
屋
造
酒
進
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
小
野
岡
右
衛
門
と
交
流
し
た
守
屋
造
酒
進
は
追
放
さ
れ
た
左
源
司
と
異
な
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
今
年
度
の
整
理
で
は
「［
包
紙
］
御
用
物 

明
治
二
己
巳
年
三
月 

守
屋
勝

承
」」
に
一
括
さ
れ
て
い
た
文
書
か
ら
次
の
資
料
を
見
つ
け
た
。

�

守
屋
造
酒
進　

　
　

�

此
度
御
一
新
ニ
付
、
三
国
社
神
主
社
人
大
頭
大
友
建
吉
壱
人
勤
ニ
被
仰
付
、

依
之
格
段
之
御
取
調
を
以
、
神
職
被
抜
置
、
近
進
並
ニ
被
召
立
、
久
保
田
引

越
被
仰
付
候
。

　
　
　

三
月

　

こ
の
資
料
に
は
「（
守
屋
造
酒
進
近
進
並
召
立
の
命
令
）」（D

-2-2-6
）
と
名
づ

け
た
が
、
こ
こ
に
は
、
守
屋
造
酒
進
が
秋
田
藩
士
（
近
進
並
）
に
取
り
立
て
ら
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
身
分
上
昇
に
伴
い
、
久
保
田
へ
の
引
っ
越
し

と
神
主
の
職
務
を
辞
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

守
屋
造
酒
進
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
秋
田
藩
士
大
山
家
か
ら
守
屋
家
へ

養
子
と
な
っ
て
入
っ
た
人
物
で
あ
る
。
元
々
出
自
が
秋
田
藩
士
だ
っ
た
守
屋
造
酒

進
は
、
明
治
二
年
三
月
に
再
び
藩
士
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
造
酒
進
は
、

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
伴
い
県
庁
に
出
仕
す
る
。
本
稿
提
出
期

日
の
直
前
で
あ
る
一
月
十
四
日
に
整
理
し
た
資
料
に
は
、
県
庁
職
員
と
し
て
明
治

十
四
年
（
一
八
八
一
）
明
治
天
皇
御
巡
幸
の
準
備
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す

資
料
が
出
て
き
た
。

　

く
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
守
屋
家
屋
敷
の

火
災
は
、
守
屋
氏
が
領
外
追
放
処
分
を
受
け
た
こ
と
で
波
宇
志
別
神
社
の
別
当
が

守
屋
・
大
友
氏
の
両
家
か
ら
大
友
氏
の
み
に
な
る
き
っ
か
け
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
。

　

だ
が「
博
物
館
教
室　

古
文
書
大
學
校
」の
実
習
と「
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
活
動
に
よ
り
、
守
屋
家
屋
敷
の
火
災
に
関
す
る
藩
庁
の
処
分
は
、
守
屋
左

源
司
の
追
放
の
み
で
、
左
源
司
に
代
わ
っ
て
当
主
と
な
っ
た
造
酒
進
は
、
大
友
氏

と
共
に
社
家
大
頭
を
勤
め
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
守
屋
家
が
神
職
か
ら
離

れ
た
の
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
秋
田
藩
士
に
召
し
立
て
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
あ
り
『
大
森
町
郷
土
史
』
や
「
百
人
塚
案
内
板
」
に
あ
る
よ
う
に
、

守
屋
家
は
火
災
を
機
に
神
職
を
離
れ
た
と
か
、
家
禄
没
収
と
な
っ
た
と
か
、
大
友

家
の
一
人
神
主
と
な
っ
た
等
の
説
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、
大
友
氏
と
共
に
社
家
大
頭
に
任
じ
ら
れ
る
守
屋
家
の
当
主
に
、
何

故
、
左
源
司
・
造
酒
進
と
二
代
続
い
て
秋
田
藩
士
が
養
子
に
入
っ
た
の
か
は
、
わ

か
ら
な
い
。
武
家
の
子
弟
が
、
簡
単
に
神
主
の
職
務
を
覚
え
る
の
は
容
易
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
整
理
作
業
の
進
捗
と
共
に
解

明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

お
わ
り
に

　

今
年
度
発
足
し
た
「
秋
田
県
立
博
物
館
友
の
会 

古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

で
は
、
守
屋
家
資
料
の
整
理
、
守
屋
左
源
司
「
御
用
日
記
」
の
翻
刻
、
波
宇
志
別

神
社
の
あ
る
横
手
市
大
森
町
谷
沢
木
地
区
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

現
地
調
査
で
は
、
大
森
町
郷
土
研
究
会
の
赤
川
與
之
助
氏
を
講
師
に
迎
え
、
波

宇
志
別
神
社
神
楽
殿
、
守
屋
氏
屋
敷
跡
、
守
屋
氏
歴
代
墓
所
、
ほ
ろ
わ
の
里
資
料

館
、
大
友
家
里
宮
、
百
人
塚
、
守
屋
左
源
司
墓
地
、
明
治
十
三
年
創
建
の
波
宇
志

別
大
神
社
を
見
学
し
た
。

　

ま
た
「
博
物
館
教
室 

古
文
書
大
學
校
」
で
は
、
秋
田
市
内
で
表
装
店
を
営
ま

れ
る
木
村
明
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、
古
文
書
修
復
の
実
習
を
行
っ
た
。

守屋家資料の整理
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誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
古
文
書
を
開
く
と
、
従
来
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
た

な
歴
史
像
が
私
た
ち
の
眼
前
に
広
が
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
く
ず
し
字
の
解
読
と

い
う
技
量
を
得
た
人
に
の
み
許
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

秋
田
県
立
博
物
館
で
は
、
く
ず
し
字
解
読
の
初
歩
か
ら
教
え
る
教
室
を
開
講
し

て
い
る
。
ま
た
、
秋
田
市
内
で
は
秋
田
県
公
文
書
館
や
秋
田
市
立
図
書
館
明
徳
館

に
お
い
て
も
く
ず
し
字
解
読
の
教
室
や
講
座
が
ひ
ら
か
れ
て
い
た
り
、
秋
田
姓
氏

家
系
研
究
会
を
始
め
在
野
の
研
究
団
体
も
存
在
し
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
く
ず
し
字
解
読
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、
秋
田
県

立
博
物
館
友
の
会
に
入
会
し
、
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
参
加
さ
れ

ん
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

　

＊�

守
屋
家
資
料
の
調
査
に
際
し
ま
し
て
、大
森
町
郷
土
研
究
会
の
佐
藤
克
男
氏
、

赤
川
與
之
助
氏
、
朝
川
順
子
氏
、
そ
し
て
守
屋
伊
恭
氏
、
守
屋
貞
一
氏
、
佐
々

木
尊
広
氏
、
佐
々
木
信
行
氏
、
長
谷
山
健
志
氏
、
山
本
達
行
氏
の
ほ
か
、
守

屋
造
酒
進
末
裔
の
守
屋
忠
勝
氏
、
齋
藤
賴
子
氏
か
ら
多
大
な
る
御
協
力
と
御

支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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